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本
年
度
、
市
教
育
委
員
会
の
「
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
学
校
づ
く
り
推
進
事
業
」
の
指
定
を
受

け
、「
地
域
で
学
び
、
地
域
に
生
き
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

 〈
推
進
事
業
の
ね
ら
い
〉

①　
「
地
域
で
学
ぶ
」

伊
勢
畑
地
域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
を
学

習
教
材
と
し
て
有
効
に
活
用
し
、
教
育
活

動
を
魅
力
的
な
も
の
に
し
ま
す
。

②　
「
地
域
に
生
き
る
」

教
育
活
動
を
実
践
し
な
が
ら
、
地
域
へ
の

認
識
を
深
め
た
り
、
地
域
と
の
一
体
化
形

成
に
努
め
た
り
、
学
校
か
ら
地
域
に
情
報

を
発
信
し
た
り
し
ま
す
。

 〈
主
な
実
践
例
〉

①　

お
茶
摘
み

　

五
月
に
は
地
域
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
方
々

を
講
師
に
招
い
て
、
全
校
児
童
で
お
茶
摘
み

を
行
い
ま
し
た
。
高
齢
者
の
方
々
と
の
交
流
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毎
年
、　

月
に
本
校
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で

１１

あ
る
「
い
せ
は
た
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
あ

り
ま
す
。

　

学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
地
域
高
齢
者
ク
ラ
ブ
が

一
体
と
な
っ
て
、
共
に
ふ
れ
あ
い
・
学
び
あ

う
楽
し
い
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
昨
年

の
成
果
を
生
か
し
、
お
互
い
が
創
意
工
夫
を

持
ち
寄
っ
て
準
備
し
て
い
ま
す
。　

月
４
日

１１

 （
日
）
に
は
、
ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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本
校
は
市
南
西
部
に
あ
り
、
北
側
に
は
那

珂
川
が
流
れ
、
自
然
豊
か
な
環
境
に
あ
り
ま

す
。
今
年
度
で
創
立
１
３
４
年
で
す
。

　

全
校
児
童　

人
４
学
級
の
小
規
模
校
で

３６

す
。
児
童
は
、
素
直
で
明
る
く
、
学
習
や
運

動
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
主
役
に
な
れ
る
場
の
設
定

な
ど
、
小
規
模
校
の
特
長
を
生
か
し
、
児
童

一
人
ひ
と
り
が
楽
し
く
充
実
し
た
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
学
力
や
体
力
の
一

層
の
向
上
を
目
指
し
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
読
書
タ
イ
ム
と
ド
リ
ル
学
習
（
計

算
練
習
・
漢
字
練
習
）
な
ど
の
朝
の
活
動
の

充
実
、
毎
週
木
曜
日
の
昼
休
み
に
縦
割
り
班

活
動
を
行
う
「
い
せ
は
た
タ
イ
ム
」、
縦
割
り

班
で
の
清
掃
活
動
な
ど
、
日
課
の
工
夫
・
改

善
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

 

を
図
り
な
が
ら
お
茶
を
摘
み
、　

月
に
行
わ

１１

れ
る
「
い
せ
は
た
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
で
茶

を
味
わ
う
こ
と
に
よ
り
、
収
穫
の
喜
び
と
自

然
の
恵
み
に
感
謝
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
を

ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
お
茶
摘
み
が
終

わ
っ
た
後
で
、
一
緒
に
給
食
を
食
べ
て
い
た

だ
き
、
楽
し
い
会
話
が
は
ず
み
ま
し
た
。

②　

親
子
野
鳥
観
察
会

　

本
校
は
、
茨
城
県
か
ら
愛
鳥
モ
デ
ル
校
の

指
定
を
受
け
、
今
年
度
は
４
年
次
に
当
た
り

ま
す
。
野
鳥
観
察
会
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
学
校
周
辺
に
生
息
す
る
野
鳥
に
つ
い
て

の
知
識
と
理
解
を
深
め
、
自
然
環
境
を
大
切

に
し
よ
う
と
す
る
心
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
に
は
、
親
子
野
鳥
観
察
会
を
那
珂
川

河
川
敷
で
実
施
。
日
本
野
鳥
の
会
茨
城
支
部

の
４
人
の
先
生
を
講
師
に
、
親
子
で
い
ろ
い

ろ
な
野
鳥
の
観
察
を
し
ま
し
た
。
知
識
と
一

緒
に
親
子
の
触
れ
合
い
も
深
ま
り
ま
し
た
。

全
校
児
童
に
よ
る
野
鳥
観
察
会
を　

月
、　
１０

１２

月
、
１
月
に
も
実
施
し
て
、
季
節
毎
の
生
態

を
調
べ
て
い
き
ま
す
。 

児童数：36人
(下伊勢畑1919－1　�55－2309）
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めざす児童像

〈平成１８年度のいせはたふれあいまつり〉

▲ 「民話に親しもう」
学年毎に民話等の発表をしました。

▲昔遊びの体験
高齢者クラブの方からあやとりを教えて
もらいました。


